
 

資料５ 
【発生時間帯・季節・月別の留意事項】 

 

災害発生の時間帯、季節、月によって、以下のような事象・課題等が考えら

れるため、これらに留意する必要があります。 

条 件 留 意 事 項 
 

日 中 
・学校では、教職員は教育活動の再編に向け、児童生徒の安全確認、

保護者などとの連絡に追われ、避難者が使用できる避難スペース
も不足する。 

・家族が離散した状態で、安否や避難先の確認に支障が生じる。(電
話需要が増大する。) 

・都心部、観光地等では、帰宅困難者の滞留が発生する。 
・大規模火災が多発し、使用できない避難所が増えたり、他地域に
避難するために地域コミュニティが分散。 

・市（区）庁舎から遠い避難所へは、交通渋滞等のため、避難所担
当職員がなかなか到達できない。 

・住宅地等では、災害時要援護者である障害者や高齢者、子どもが
多く、成人男性は少ない。 

・事業所・商店・交通機関等において、大規模な事故・火災等が多
発し、混乱・パニックが生じるおそれあり。 

・居場所を特定できないため、救出救助、行方不明者の捜索、安否・
身元の確認などに時間を要する。 

 
夕方・夜 

・停電・暗闇の中で避難や対策を開始しなければならないため、実
施に困難が伴い、被害が拡大しやすい。 

・火気の使用率が高く、火災が多発しやすい。 
・避難途中や避難所内の事故も多発しやすい。 
・その他、深夜までの発災では、日中と同様に、家族離散、事故等
に伴う混乱が生じやすい。 

・勤務時間外に発生した場合は、避難所担当職員や施設管理者が避
難所に到着するのに時間を要する。 

 
冬 季 

・寒さのため、被災者が健康を害しやすい。 
・火気の使用率が高く、火災が多発しやすい。強風時には大規模な
延焼となりやすい。 

 
夏 季 

・暑さのため、避難所内の衛生対策、保健対策が早期に必要になる。
（食品、飲料水、生ゴミ、入浴、洗濯等） 
・家庭や商店内の在庫食材や、救援食料が傷みやすく、食料の確保
が困難となる。 

１月 水、食料、生理用品、毛布、木炭、カセットコンロ、ストーブ、カ
イロ、医薬品 

２月 カセットコンロ、防寒着、肌着、おむつ、ブルーシート、マスク、
プロパンガス 

３月 洗剤、清掃用具、トイレットペーパー、鍋、釜、調理用具、調味料
類 

４月 調味料類、事務用品、ごみバケツ、ごみ袋、トイレットペーパー、
ティッシュペーパー 

５月 殺虫剤、液体蚊取り器、蚊取り線香、ごみ袋、ガムテープ 
６月 FAX用紙、殺虫剤、液体蚊取り器、くん煙剤、トイレ消臭剤 
７月 タオルケット、殺虫剤、蚊取り線香 
８月 段ボール（引越し用）、ガムテープ、布テープ 

 


